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【要  旨】  
植込み型除細動器（ ICD）患者における外傷後ストレス障害（ PTSD）などのトラ
ウマ反応が注目されている。本研究は本邦の ICD 患者における PTSD の出現率とそのリ
スク因子を明らかにし、 PTSD が患者の心理的苦痛や QOL に及ぼす影響について検討す
ることを目的とした。不整脈と ICD 作動に関する PTSD 症状は PTSD Checkl is t  Specif ied 
(PCL-S)修正版を用いて評価し、抑うつ、不安、QOL の測定には SDS，STAI‐ S および SF-36 
を用いた。人口動態学的情報および医学的情報は診療記録より収集した。74 名の外来通
院中の ICD 患者（男性：女性＝ 63： 11，  59.3  ±  13.6 歳， ICD 利用期間  2471 ±703 日）
から質問紙への有効回答を得て、解析対象とした。74 名のうち 28 名（ 37，8%）は二次
予防のために ICD を利用していた。ICD の電気的作動を経験していたのは 42 名（ 56.8%）
で、36 名（ 46.8%）は 1 回以上の適正作動を、12 名は electrical  storms を経験していた。
19 名（ 25.8%）が PTSD と判定され、PTSD 群と非 PTSD 群を比較したところ、SDS、STAI -S
において PTSD 群の得点が有意に高く、SF-36 のすべての因子で PTSD 群の得点が有意に
低かった。多変量解析によって、1 回以上の適正作動の経験 (OR:  6 .0 ,  95 % CI :  1 .45 -24.63,  
p  <  0 .013)  および抗不安薬の利用 (OR:  15.0,  95% CI :  3 .38 -66.26,  p  <  0 .001)  が PTSD の予
測因子として抽出された。 PTSD は ICD 患者の QOL に大きく影響し、特に適正作動経験
者や抗不安薬内服者には精神医学的・心理学的介入の必要性が示唆された。  
